第2章　路面電車の導入
大宮駅～埼玉スタジアム2002を導入候補地に挙げた理由
　現在までに日本のLRT構想は、全国で70の事例が挙がっている。しかしながらそのうち設計・実施段階にあるのは8事例のみであり、実現したものは先に紹介した富山ライトレールだけである。
  この事実は日本の諸都市が、LRT事業にかかる費用に対して事業から得られる効果が少ないと考えているということをあらわしている。私たちは本当にLRT事業が効果の薄いものなのかを調べるために独自のLRT導入ルートを考え、導入の効果をシミュレートしてみた。
われわれはLRT導入の効果をシミュレートするにあたり、具体例として挙げた3つのLRT導入事例から得られたLRTシステムの長所や問題点を考慮し、LRT導入の可能性がある都市を検討した。その結果、大宮駅から埼玉スタジアム2002までを導入候補地に設定した。その理由は以下のとおりである。

・埼玉スタジアムへのアクセスの悪さ。
埼玉スタジアムに行く方法は大きく分けて2通りある。一つは埼玉スタジアムの最寄駅である浦和美園駅から埼玉スタジアムまで行く方法である。浦和美園駅は埼玉高速鉄道（浦和美園～赤羽岩淵、東京メトロ南北線との直通運転有）の駅であり、駅からスタジアムまでは1.2キロメートル離れている。駅とスタジアムの間には歩行者専用道路が通っており、徒歩15分でスタジアムに着くことが出来る。
 もうひとつは、スタジアムで試合が行われる日にのみ運行しているシャトルバスを使ってスタジアムに行く方法である。シャトルバスは先ほどの浦和美園駅をはじめ、浦和駅（JR京浜東北線）、東浦和駅（JR武蔵野線）、北越谷駅（東武伊勢崎線）から出ており、スタジアムまで直接走っている。それぞれのシャトルバスの所要時間は浦和美園駅からが約5分、浦和駅からが約45分、東浦和駅からが約25分、北越谷駅からが約20分であり、運賃は浦和美園駅からが100円、浦和駅からが400円、その他が300円となっている。
 なお、埼玉スタジアムには合計で1500台の車が止まれる駐車スペースがあるが、スタジアムで試合が行われる日は関係者以外の一般車両は駐車禁止となる。
 以上が一般的なアクセス方法となるのだが、ここで一番の問題となるのは埼玉県最大のターミナル駅である大宮駅がアクセス方法にまったく入っていないことである。スタジアムの完成当初には、大宮駅と埼玉スタジアムを結ぶシャトルバスが走っていたのだが、時間がかかりすぎることを理由に運行中止になってしまったのだ。今のアクセス状況で、もし大宮駅から埼玉スタジアムへ行くとしたら、30分に一本のペースで運行しているバスに乗って浦和美園駅まで行くか、電車に乗って浦和美園駅や浦和駅、東浦和駅まで行ってからスタジアムに行くかしかない。いずれにしても時間とお金のかかる行程であり、地図上で見ても非常に遠回りである。
 大宮駅ではJR宇都宮線・埼京線・高崎線・湘南新宿ライン・京浜東北線・川越線、東武鉄道野田線、埼玉新都市交通伊奈線が利用可能で、さらには東北新幹線・山形新幹線・秋田新幹線・上越新幹線・長野新幹線といった新幹線も通っており、多方面の地域とアクセスしている。これらの路線駅には新潟（上越新幹線）・東京（新幹線）・川崎（京浜東北線）・横浜（京浜東北線）・柏（東部野田線）などのJリーグのチームの拠点となっているチームが多く存在し、大宮駅から直接スタジアムに行けない事を不満に思っている観客は多いはずである。
 大宮駅から埼玉スタジアム間に路面電車を通すことによって、大宮駅からのアクセスが飛躍的に向上し、観客の不満を解消すると同時に、スタジアムの集客数の上昇を見込むことも出来ると考え、この区間を導入候補に挙げた。
・「まちづくり」の必要性
大宮駅から埼玉スタジアムの間には田圃や畑、森が目立ち、商店や娯楽施設はまったくと言っていいほど見当たらない。浦和レッズが毎試合5万人超の観客を一か所に集めてくれているのに、大宮駅から埼玉スタジアムにかけての地域ではそのビジネスチャンスをまったく活かせていないというのが現状であり、試合前や試合後の観客を惹きつけるような魅力的な街を作っていくことが大切である。

一般的にLRTの導入によるまちづくりは、以下のようなプロセスを想定している。①都心部へのアクセス改善で比較的安価な住宅地域が誕生し、都心部への通学・通勤が必要な人々に対する不動産需要が高まる。②LRT沿線の不動産需要上昇・LRT利用者の増加を受けて、沿線での娯楽施設やショッピングモールの建設が実行される。
実際に、先に述べたとおりドイツのフライブルクやオーバーハウゼン、日本の富山では路面電車を走らせたうえでの地域活性化が行われており、一定の成果を上げている。さいたま市の人口が微増傾向にあることを踏まえると、これらの地域における開発のノウハウを参考にすれば、大宮駅から埼玉スタジアム間の活性化は十分可能であろう。さらに、この区間は埼玉スタジアムで観戦する人による路面電車の利用も期待できるので、娯楽施設等の建設を決断しやすい環境にあると言えるだろう。
また、埼玉スタジアムの駐車場は試合時には利用が制限されるため、自動車での来場者はほとんどおらず、車道の拡張などによる自動車中心の地域開発では、大きな効果は得られないだろう。電車を利用する来場者が多い現状を考慮すると、LRTによる沿線地域開発は有効な手段だと言える。
以上より、大宮駅から埼玉スタジアム間はLRTの導入場所としてふさわしいと考え、候補地に挙げた。
・アンケート結果

UR都市機構が2003年に埼玉県民を対象に行った、埼玉スタジアムを中心とした浦和東部・岩槻南部地域についてのアンケートによると、回答者の90%近くがこの地域に対して「自然が豊かだ」というイメージを持っており、60％近くの人が「閑静な街」というイメージを持っている。また、「この地域に住みたいと思う理由は何か」という問いに対しては、60％近くの人が「自然が多く残され、自然と親しめそうだから」と答えている。アンケート結果を考えると、埼玉スタジアム周辺のまちづくりは環境保護を考慮したものでなくてはならないと言える。したがって自動車関連設備の充実化を行うよりも、路面電車導入を行った方が、街のイメージや埼玉県民の要望に沿ったまちづくりが出来ると言えるだろう。
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[image: image2.emf]浦和東部・岩槻南部に対する自然環境のイメージ
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浦和東部・岩槻南部に対する街のイメージ（自由回答、複数可）

UR都市機構ホームページより引用
http://www.ur-net.go.jp/
アンケートの回収率は719人中184人
左から｢自然が多く残され、自然と親しめそうだから｣、｢良好な住宅地になりそうだから｣、｢将来性がありそうだから｣、｢交通の利便性がよさそうだから｣、｢公共施設が充実しそうだから｣、｢埼玉スタジアム2002などサッカーが好きだから｣、｢開発テーマが自分にあっているから｣、｢買い物の利便性がよさそうだから｣、｢住んでみたい理由はない｣、｢大規模な商業施設があるから｣の順
また、大宮区役所区民生活部コミュニティ課が大宮区民を対象に行った、大宮駅周辺の街づくりに対するアンケートでは、「大宮駅周辺についてどのように感じていますか」という質問に対して、以下のような回答が得られた。
大宮駅周辺のイメージ

	大宮駅周辺のイメージ(3つまで)
	集計
	％

	
	東口
	西口
	東口
	西口

	緑が多い
	38
	16
	6.3%
	2.6%

	緑が少ない
	175
	145
	28.8%
	23.9%

	活気のある
	55
	145
	9.1%
	23.9%

	停滞した
	132
	18
	21.7%
	3.0%

	便利な
	63
	140
	10.4%
	23.1%

	不便な
	51
	30
	8.4%
	4.9%

	近代的な
	4
	181
	0.7%
	29.8%

	雑然とした
	343
	72
	56.5%
	11.9%

	安全な
	2
	18
	0.3%
	3.0%

	危険な
	93
	51
	15.3%
	8.4%

	開放的な
	6
	60
	1.0%
	9.9%

	閉鎖的な
	39
	7
	6.4%
	1.2%

	きれいな・清潔な
	4
	58
	0.7%
	9.6%

	ごみが多い
	96
	41
	15.8%
	6.8%

	静かで落ち着いた
	6
	11
	1.0%
	1.8%

	騒々しい
	169
	107
	27.8%
	17.6%

	楽しく飲食・買い物ができる
	47
	153
	7.7%
	25.2%

	娯楽施設が多い
	126
	10
	20.8%
	1.6%

	イベント・催し物が多い
	5
	94
	0.8%
	15.5%

	交通渋滞が多い
	225
	259
	37.1%
	42.7%

	生活するのに快適な
	16
	30
	2.6%
	4.9%

	無回答
	23
	33
	3.8%
	5.4%


大宮区役所区民生活部コミュニティ課のアンケートより引用
アンケートは大宮区民2000人に配布。607人から回答が得られた。
東口と西口に共通して「緑が少ない」「交通渋滞が多い」という回答が多く、大宮区民が駅前の劣悪な環境に不満を持っていることがわかる。また、「あなたが思い描く大宮駅周辺の将来像についてはどれが当てはまりますか」という質問に対しては、以下のような回答が得られた。

思い描く大宮駅周辺の将来像

	思い描く大宮駅周辺の将来像(3つまで)
	集計
	％

	
	東口
	西口
	東口
	西口

	緑豊かな落ち着いたまち
	284
	150
	46.8%
	24.7%

	ゆとり空間のあるまち
	169
	152
	27.8%
	25.0%

	公共施設の整ったまち
	143
	116
	23.6%
	19.1%

	業務機能が集積したまち
	62
	79
	10.2%
	13.0%

	飲食・娯楽が充実したまち
	150
	73
	24.7%
	12.0%

	ショッピング施設が充実したまち
	138
	215
	22.7%
	35.4%

	芸術や文化に親しめるまち
	154
	181
	25.4%
	29.8%

	情報発信するまち
	34
	98
	5.6%
	16.1%

	若者の集まる活気あるまち
	79
	111
	13.0%
	18.3%

	ファッショナブルなまち
	55
	105
	9.1%
	17.3%

	バリアフリーの整ったまち
	161
	149
	26.5%
	24.5%

	環境に配慮したまち
	200
	201
	32.9%
	33.1%

	無回答
	38
	40
	6.3%
	6.6%


大宮区役所区民生活部コミュニティ課のアンケートより引用

東口と西口に共通して「環境に配慮したまち」「ゆとり空間のあるまち」「バリアフリーの整ったまち」という回答が多く、大宮区民の環境意識の高さやバリアフリーへの関心の高さがうかがえる。
交通渋滞の解消・環境保護・バリアフリーなどは路面電車の導入によって達成されうることである。しっかりと埼玉スタジアム周辺住民や大宮区民にそのことを説明すれば、大きな支援を得られるのではないかと思い、大宮駅から埼玉スタジアムまでを導入候補地に設定した。
導入ルートについて
私たちが路面電車の導入を検討したのは、大宮駅と埼玉スタジアム2002を結ぶ全長9.26kmのルートである。具体的ルートは以下のとおりだ。

1：大宮駅東口前を出発し、埼玉県道214号上を東へと進んでいく。

2：県道上を6.9km程走り、県道214号と県道105号とが交わる上野田交差点に到達するところで、県道214号を降りて新設された専用軌道に乗る。

3：上野田交差点から高畑陸橋までを結ぶ全長約900mの専用軌道(以後専用軌道Aとする)を走りきった後に高畑陸橋を渡り、東北自動車道の上空を横切る。

4：陸橋の途中から再び長さ50mほどの専用軌道(以後専用軌道Bとする)に乗り、東北自動車道沿いの国道122号線に降りる。

5：国道122号を1.２kmほど南下し(時速60km)、埼玉スタジアムに到着。

私たちの想定した路面電車のルートは、自動車で大宮駅から埼玉スタジアムまで行くルートと大筋では変わらないのだが、二箇所に専用軌道を通す事で路面電車の有利性を高めている。なぜ、上記の二箇所に専用軌道を通すのかの理由は次のとおりである。

まず、両方の専用軌道に共通して言えることは、走行距離を短縮できるということである。もし専用軌道Aを造らない場合、電車は上野田交差点を右折して630m南下した後、浦和東高校入口交差点で左折して630m北上しなくければならない。したがって、専用軌道Aを通した場合よりも360m余分に走らなくてはならない。専用軌道Bを造る場合と、造らない場合とではより大きな差が生じてくる。専用軌道Bを造らない場合、電車は埼玉スタジアムを巻き込むようなルートを走らなくてはならない。その際、高畑陸橋から埼玉スタジアムまでの走行距離は約2700mであり、専用軌道Bを造る場合よりも約1300m長くなってしまう。

また、自動車と同じルートを走ると右左折が多くなることも、両専用軌道建設理由のひとつである。両専用軌道を造らない場合、右左折の回数は、両専用軌道を造る場合と比べて4回も多くなる。右左折箇所では脱線の危険性が高まり、路面電車の速度が落とさなくてはならない。したがって運行時間を縮めるためには右左折の回数が少ないほど良いのである。さらに、浦和東高校入口交差点での左折はやや角度がきつく、路面電車の運行の大きな妨げとなることであろう。

両専用軌道を通した場合と、通さなかった場合とでの所要走行時間の差を試算してみると以下のとおりになる。

条件：路面電車は直線走路を時速40kmで走り、専用軌道を時速 60kmで走る。右左折地点の40m手前から速度を時速20kmに落とし、曲がり終わってから40m後に再び速度が時速40kmに戻る。なお、停車する駅の数に差はないとする。

上野田交差点の手前40mから高畑陸橋入口までの所要時間は以下のとおりである。

　専用軌道Aを造る：40m÷時速40ｋｍ＋900m÷時速60km＝0.96分

　自動車道を通る：80m×2÷時速20km＋（1260m－120m）÷時速40km　　　＝2.19分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高畑陸橋終点の手前40mから埼玉スタジアムまでの所要時間は以下のとおりである。

専用軌道Bを造る：80m÷時速20km＋(1,200m－40m)÷時速60km＝1.4分

自動車道を通る：80m×3÷時速20km＋(2700m－200m)÷時速40km　　　＝4.47分

この条件に基づいて計算すると、所要走行時間の差は4.3分となる。

自動車とまったく同じ道を走っていては、せっかく路面電車を導入しても、時間のかかりすぎで廃止となった、大宮駅～埼玉スタジアム間シャトルバスの二の舞になりかねない。時間短縮のために、両専用軌道を必ず造るべきであろう。

電車停留所の設定について

　私たちは路面電車の導入にあたって、以下の10個の電車停留所の建設を想定した。

1：大宮駅東口(大宮区大門町1丁目)

2：大宮東中学校前(大宮区東町1丁目)

3：自治医大大宮医療センター前(大宮区天沼町1丁目)

4：南中野(見沼区南中野)

5：ヨークマート前(見沼区南中野)

6：東新井(見沼区東新井)

7：上山(見沼区山)

8：見沼自然公園(見沼区加田屋2丁目)

9：浦和東高校前(緑区寺山)

10：埼玉スタジアム前(緑区中野田)

電車停留所を設定するにあたっては次のような条件を重視した。

　1：駅と駅の間隔は1km以内にする。

　2：電車停留所の周辺に人をひきつけるような施設がある。

　3：電車停留所建設に十分なスペースがある。

駅と駅の間隔を1km以内にするのは、沿線住民が最大でも500m歩けば駅に着ける状況を作るためである。それぞれの駅の特徴を簡単に挙げていく。

大宮駅東口：駅前ロータリーを利用した折り返し運転ができる。道は広く、電車停留所を作るのに十分なスペースはある。大宮駅利用者が多く乗り降りすると考えられる。

大宮東中学校前：最初の駅からの距離を重視して設定。停留所周辺には住宅が多く、ここも多くの利用者を見込むことができる。交差点周辺には多めに歩行者用のスペースがあり、停留所の設立は容易であろう。

自治医大大宮医療センター：病院の左斜め向かい側に大きな空き地があるのでそこを車庫にする。電車停留場から病院入口までは歩いて10mほど。病院の正面向かい側には、野球グラウンド沿いに広い歩道があり、停留所建設のスペースは十分にある。

南中野：交差点の周辺に空き地や駐車場が多く、停留場を造りやすい。交差点に差し掛かる直前で、右折車と左折車を分ける車線が増えるため、道幅はかなり広い。ここを第一の部分複線箇所とする。

ヨークマート前：ヨークマートをはじめとして多くの飲食店や商店が立ち並ぶ。ヨークマートには屋上駐車場が多く存在しているため、多少県道に面した駐車場を削っても、車客が困るということはないだろう。ヨークマートの右隣にある、個人が所有している駐車場も空きが目立ち、土地の買収に応じる可能性が高い。

東新井：南中野と似たような交差点である。やはり交差点付近の道は広く、ここを第二の部分複線箇所とする。

上山：電車停留所の近くには大宮厚生病院がある。道は狭いのだが、大きな空き地が県道の沿いにある。いったん県道を降りて、空き地に入り込むことで電車がすれ違うことは可能であると考え、ここを第3の部分複線箇所とする。

見沼自然公園前：停留所名のとおり自然公園のすぐそばの駅であり、他には大宮共立病院、共立薬科大学などが近くにある。周辺の空き地面積が10駅の中で一番広い。

浦和東高校前：周囲は畑が多い。浦和東高校に通う生徒の利用が多く見込める。

埼玉スタジアム前：試合が行われる日には相当な混雑が予想される。敷地が広大なので停留所や、折り返しをするためのロータリーを造る用地は十分にある。
運行概要・システムなど

まだ

具体的初期費用の算出

　県道214号は大宮駅から離れるほどに道幅が狭くなっていく。大宮駅前の道は片側2車線である上に、中央分離帯もありかなり広くなっている。それに対して、私たちが設定した南中野駅を過ぎたあたりから、道は片側1車線となり、歩道もなくなってしまう。路面電車が走行するためには、単線の場合でも最低3mの幅が必要であり、南中野以降での路面電車の運行には、県道214号の拡張が欠かせなくなってくる。私たちは両方向の車道の幅を1mずつ狭くし、制限速度を時速40kmから時速30kmに下げれば、2mの幅を路面電車用に確保できると考え、南中野から上野田交差点までの県道214号を1mずつ拡張することで、路面電車の運行は可能になると仮定した。

　南中野から上野田交差点までの距離は約3300mなので、総拡張面積の概算は、1m×3300m＝3300㎡となる。この3300㎡は私有地であり、所有者から買い取る必要がある。また、専用軌道Aを作るために必要な土地は、幅8m×長さ900mで7200㎡であり、これも買取の必要がある。さらに、これらの土地を買い取った後にはその土地を舗装する必要がある。私たちはこれらの道路拡張にまつわる費用算出を、以下のようにして行った。

· 土地の買収費用

　土地の買収費用は南中野から東新井にかけての路線価である「1㎡あたり10万円」を採用した。東新井より東の地域は、市街地から大きく外れているため路線価が公表されておらず、正確な土地の値段を知ることができなかったのだが、大宮から離れるほど地価が下がっていくことが予想される。また、東新井以東の県道214号沿いには田畑が多く存在するのだが、宅地として田畑を買収する場合の全国平均買取価格は1㎡あたり約7万円である。以上より、1㎡あたり10万円というのは少し高めの設定になっているのだが、土地買収交渉の難航や工事の騒音による賠償請求などの不測の事態に備えて、余分に予算を確保しておく必要があると考え、このような地価設定をした。

· 舗装費用

道路工事を請け負う会社のホームページを見ると、実際に行った工事の事例が何件か挙がっていた。舗装費用はどこの会社でも、大体1㎡あたり5,000円以内に収まっている。また、千葉県佐倉市にある村上建設のホームページ(http://www.murakami-paving.com)には舗装費用の目安は1坪20,000円であり、舗装面積が大きくなるほど一坪あたりの金額が安くなっていくと書かれていた。目安は10坪で20万円、30坪で50万円、60坪で100万円であり、やはり1㎡当たり5,000円くらいであった。以上より舗装費用は多くても1㎡当たり5,000円でできると考え、この金額に設定した。

以上より、道路拡張に伴う費用は1㎡につき105,000円であり、総拡張面積3,300㎡＋7,200㎡=10,500㎡では11億250万円かかるという計算になる。

　

用地が確保できた後はいよいよ、線路敷設、車両購入、電車停留所建設などの路面電車運行に必要な「モノ」をそろえる段階に入る。その際にかかる費用は簡便的に以下のようにして求めた。

· 線路敷設費用及び電車停留所建設費用

　これらの費用は、富山ライトレールで実際にかかった1kmあたりの費用を用いて求めた。私たちの想定する区間は、すべて軌道を新設しなければならず、走行区間の大部分において既存の軌道を活用している富山ライトレールとは、根本的に構造が異なる。そこで、富山駅から奥田中学校前までの新設・併用軌道区間(1.1km)での1kmあたり建設費(電車停留所建設費用を含む)を求め、それを大宮駅から埼玉スタジアム間の距離9.26kmにかけて出てくる数値を埼玉県での線路敷設費用及び電車停留所建設費用とした。

　富山県での1kmあたり建設費(新設･併用軌道区間)は15億5,000万円÷1.1km≒14億910万円である。これをもとに埼玉県での線路敷設費用及び電車停留所建設費用を求めると、約130億4,820万円となる。
・車両費用

車両は富山ライトレールと同じ形式のものを使うことを仮定する。私たちが計算で導き出した大宮駅から埼玉スタジアムまでの区間に必要な車両数は、8編成16車両である。富山ライトレールは7編成14車両で運行しており、車両購入にかかった総費用は18億5,000万円であった。したがって、埼玉県での車両購入にかかる総費用は18億5,000万円÷7編成×8編成≒21億1,430万円である。

· 車庫建設費用

　車庫建設用地としては1,600㎡もあれば十分と判断した。路面電車は1編成の幅が約2.5m、長さが約20mである。埼玉県での編成数は8編成を想定しているので、ぎゅうぎゅうにつめれば400㎡のスペースで足りてしまう。人が車両の点検を行うためには、その倍のスペースがあれば良いと考え、車庫自体の敷地面積は800㎡となった。車庫から営業軌道に出るためのスペースとして、多目ではあるが車庫と同じだけの面積をとると、車庫の建設用地全体の面積は1,600㎡となった。1,600㎡の土地代及び舗装費用は1,600㎡×10万5,000円＝1億6,800万円、車庫は雨風がしのげればよいので、プレハブを建てると仮定し、1,000万円もあれば十分とした。したがって車庫全体としては1億7,800万円の支出を想定した。

・専用軌道B建設費用

専用軌道Bの値段であるが、具体的な費用算出が困難なため、他の陸橋のデータを参考にするのが適切と判断した。データ元は地価の面から考えて埼玉県西部の飯能にある国道299号線バイパス中山陸橋を選択した。2006年に開通し、5.6kmで建設費が約200億円というデータが公表されている。対して今回新たに建造する橋は1車線で、幅をもった測定で全長50mとして計算した。中山陸橋での車線数、及びその全長5.6kmと、新陸橋の1車線、及びその全長50mとの割合から、全体的な大きさとして560:1の規模差がある。そこから計算して新陸橋の建設には約3500万円の費用がかかるといえる。
以上の費用をすべて合計すると、路面電車の導入にかかる初期費用は164億7,800万円となる。算出された費用は、あくまでも大まかな概算であるが、全体的に高めの見積もりをしたので、もう少し費用を抑えることができると思われる。

年間の運行費用
　1年間の運行にかかる費用も、富山ライトレールの費用を基準にして求めた。富山ライトレールでは1年間に、運送費用として約1億3,000万円、人件費として約2億円、営業費として約5,000万円を支出している。いずれの費用も、距離に比例して増減すると考えれば、埼玉県における1年間の総支出は、(1億3,000万円＋2億円＋5,000万円)÷7.6km×9.26km＝4億6,300万円となる。
収入
まだ

路面電車導入による経済・環境・社会への影響

　路面電車事業単体での収支状態は前述したとおりであり、これだけではたいした経済効果は生まれないだろう。やはり期待したいのは、路面電車導入と沿線の開発、特に埼玉スタジアム周辺の開発が同時進行的に進展することである。

埼玉スタジアムは、東北自動車道の浦和インターチェンジの近くに位置し、その周囲10km圏内にはさいたま市をはじめ、越谷市、川口市、草加市といった人口集中都市が存在する。1章で紹介したドイツのオーバーハウゼンの例を思い出してほしい。オーバーハウゼンの巨大ショッピングセンターのツェントロも、アウトバーンのインターチェンジから近く、その周囲には3つの市街地が存在していた。埼玉スタジアムの立地条件はツェントロの立地条件と非常に類似している。埼玉スタジアム周辺の開発と、大宮駅～埼玉スタジアム間の路面電車導入が大きな経済効果を生み出す可能性は十分にあると言えるだろう。

他に東京ドームシティが、大きな利益を上げている事などをいってみても良いのではないかと思います。

　環境面での変化としては自動車依存からの脱却、路面電車利用者の増加による、二酸化炭素排出量の減少、大気汚染の改善などが期待される。また、路面電車の導入は、大宮駅から自然が豊富な浦和東部・岩槻南部へのアクセスを向上させることによって、より多くの人々に自然と触れ合う機会を提供することであろう。生の自然を目の当たりにする機会を多く持つことで、人々の環境に対する意識はよりいっそう高まっていくのではないだろうか。
　路面電車の導入による社会面での変化としてはやはり、バリアフリーに適した超低床車両の導入によって高齢者や障害者に優しい社会の形成が期待される。このことは、更なる高齢化の進展が懸念される日本において、至上命題とも言えるのではないだろうか。

私たちの設定した路面電車の導入区間には3つの大きな病院があり、その全てが電車停留所の眼と鼻の先に位置している。超低床車は乗り降りが非常に楽なので、高齢者・障害者は路面電車を利用して病院に通うようになるはずだ。路面電車を利用する高齢者・障害者が増えると、沿線の施設も超低床車の導入に追随してバリアフリー化を図るようになり、高齢者や障害者が何不自由なく利用できる施設が増えていくことであろう。その結果、路面電車沿線地域から高齢者・障害者の人々が積極的に外出をしながら、活き活きとすごせる街が形成されていくことであろう。

全体的に想像の域を出ていないので、富山や広島の具体例を付け加えてもっと説得力を持たせていくと良いと思います。
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Sheet1

		浦和東部・岩槻南部に対する自然環境のイメージ ウラワトウブイワツキナンブタイシゼンカンキョウ

				回答数 カイトウスウ

		自然が豊富である シゼンホウフ		83

		やや自然が多い シゼンオオ		68

		普通 フツウ		11

		多少自然がありそう タショウシゼン		8

		自然はあまりない シゼン		2

		浦和東部・岩槻南部に対する街のイメージ（自由回答、複数可） ウラワトウブイワツキナンブタイマチジユウカイトウフクスウカ

				件数 ケンスウ		％

		閑静なイメージがある カンセイ		98		0.5697674419

		将来の発展性がある ショウライハッテンセイ		73		0.4244186047

		庶民的なイメージがある ショミンテキ		37		0.2151162791

		街に活気がある マチカッキ		18		0.1046511628

		高級感がある コウキュウカン		15		0.0872093023

		浦和東部・岩槻南部に住んでみたいと思う理由(自由回答、複数可) ウラワトウブイワツキナンブスオモリユウジユウカイトウフクスウカ

				件数 ケンスウ		％

		自然が多く残され、自然と親しめそうだから シゼンオオノコシゼンシタ		97		0.5639534884

		良好な住宅地になりそうだから リョウコウジュウタクチ		77		0.4476744186

		将来性がありそうだから ショウライセイ		71		0.4127906977

		交通の利便性がよさそうだから コウツウリベンセイ		48		0.2790697674

		公共施設が充実しそうだから コウキョウシセツジュウジツ		37		0.2151162791

		埼玉スタジアム2002などサッカーが好きだから サイタマス		30		0.1744186047

		開発テーマが自分にあっているから カイハツジブン		21		0.1220930233

		買い物の利便性がよさそうだから カモノリベンセイ		19		0.1104651163

		住んでみたい理由はない スリユウ		17		0.0988372093

		大規模な商業施設があるから ダイキボショウギョウシセツ		15		0.0872093023

		大宮駅周辺のイメージ(3つまで) オオミヤエキシュウヘン

		大宮駅周辺のイメージ(3つまで) オオミヤエキシュウヘン		集計 シュウケイ				％

				東口 ヒガシグチ		西口 ニシグチ		東口 ヒガシグチ		西口 ニシグチ

		緑が多い ミドリオオ		38		16		6.3%		2.6%

		緑が少ない ミドリスク		175		145		28.8%		23.9%

		活気のある カッキ		55		145		9.1%		23.9%

		停滞した テイタイ		132		18		21.7%		3.0%

		便利な ベンリ		63		140		10.4%		23.1%

		不便な フベン		51		30		8.4%		4.9%

		近代的な キンダイテキ		4		181		0.7%		29.8%

		雑然とした ザツゼン		343		72		56.5%		11.9%

		安全な アンゼン		2		18		0.3%		3.0%

		危険な キケン		93		51		15.3%		8.4%

		開放的な カイホウテキ		6		60		1.0%		9.9%

		閉鎖的な ヘイサテキ		39		7		6.4%		1.2%

		きれいな・清潔な セイケツ		4		58		0.7%		9.6%

		ごみが多い オオ		96		41		15.8%		6.8%

		静かで落ち着いた シズオツ		6		11		1.0%		1.8%

		騒々しい ソウゾウ		169		107		27.8%		17.6%

		楽しく飲食・買い物ができる タノインショクカモノ		47		153		7.7%		25.2%

		娯楽施設が多い ゴラクシセツオオ		126		10		20.8%		1.6%

		イベント・催し物が多い モヨオモノオオ		5		94		0.8%		15.5%

		交通渋滞が多い コウツウジュウタイオオ		225		259		37.1%		42.7%

		生活するのに快適な セイカツカイテキ		16		30		2.6%		4.9%

		無回答 ムカイトウ		23		33		3.8%		5.4%

		思い描く大宮駅周辺の将来像(3つまで) オモエガオオミヤエキシュウヘンショウライゾウ		集計 シュウケイ				％

				東口 ヒガシグチ		西口 ニシグチ		東口 ヒガシグチ		西口 ニシグチ

		緑豊かな落ち着いたまち ミドリユタオツ		284		150		46.8%		24.7%

		ゆとり空間のあるまち クウカン		169		152		27.8%		25.0%

		公共施設の整ったまち コウキョウシセツトトノ		143		116		23.6%		19.1%

		業務機能が集積したまち ギョウムキノウシュウセキ		62		79		10.2%		13.0%

		飲食・娯楽が充実したまち インショクゴラクジュウジツ		150		73		24.7%		12.0%

		ショッピング施設が充実したまち シセツジュウジツ		138		215		22.7%		35.4%

		芸術や文化に親しめるまち ゲイジュツブンカシタ		154		181		25.4%		29.8%

		情報発信するまち ジョウホウハッシン		34		98		5.6%		16.1%

		若者の集まる活気あるまち ワカモノアツカッキ		79		111		13.0%		18.3%

		ファッショナブルなまち		55		105		9.1%		17.3%

		バリアフリーの整ったまち トトノ		161		149		26.5%		24.5%

		環境に配慮したまち カンキョウハイリョ		200		201		32.9%		33.1%

		無回答 ムカイトウ		38		40		6.3%		6.6%
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		0



浦和東部・岩槻南部に対する街のイメージ（自由回答、複数可） 件数

件数

浦和東部・岩槻南部に対する街のイメージ（自由回答、複数可）



Sheet3

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0



浦和東部・岩槻南部に住んでみたいと思う理由(自由回答、複数可) 件数

件数

浦和東部・岩槻南部に住んでみたいと思う理由(自由回答、複数可)



		





		






